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[シンポジウム]

「語用論 か らの提 言」

語 用論 か ら何 が提'言で きるか

概 要

高 原 脩

今H、 広 範 な学 際 的 研 究 に 関 わ る多 様 な言 語 研 究 の パ ラ ダ イム が 著 しい進 展 を 見せ て きて

い る 。 国 内 で は 、 こ こ数 年 の 問 に 「英 語 学 の新 時 代 一 方 向 の模 索 と提 言 」(『月刊 言 語 」2001

年2月 号)、 「21世 紀 のLl本 語 一 何 を捨 て 、 何 を残 す か 」(同2001年1月 号)、 「21世 紀 のH本

詔 研 究 」(「国 文 学 ・解 釈 と鑑 賞 』20D1年1月 号)、 「形 式 文 法 と機 能 文 法 」(『日本 語学 』2003

年9月 号)な ど の特 集 記 事 に お い て 、 様 々 な 論 議 や 提 言 が 見 られ る 。 また 、 国 外 で は 、The

,Semaratics/Prαgmぬcslnterface加 η」Different」 〕o訊おofView(王(.Turner(ed.),1999)、

異 な っ た 言 語 理 論 モ デ ル の研 究 者 との 対 話 と意 見 交 換 を行 い、 これ まで のlinguisticthought

を 振 り返 り、21世 紀 に お け る言 語 学 の新 た な 方 向 を展 望 す る こ と を 目的 に 開 催 され た 国 際 言

語 学 会 議(ギ リ シ ャ ・ア テ ネ 大 学200ユ 年11月 東 森 討 議 者 に よ る報 告)やPerspectiveson

`Di
αlog昭 加 抗e∧r即 、Nfillennium(P.Kiihnlein,ε 施1.(eds.}2013}な どに 見 られ る よ う に、

1U:紀の 節 目にあ た る この 時 点 で 、 これ ま で の 言 語 研 究 の 発 展 段 階 と動 向 を眺 め、21世 紀 の 言

一 語 研 究 の あ り方 に つ い て の 見 通 しを得 る こ とは 意 義 深 い。

そ の よ うな状 況 の 中 に あ っ て 、 昨 年 の シ ンポ ジ ウ ム で は 、 語 用 論 の 領 域0)中 で一 つ の大 き

な 柱 と な りつ つ あ るRelevanoeTheoryを め ぐ り、SpeechActTheory,Cognitive

Linguisticsの 立場 か らの 提 言 が な さ れ 、 多 くの 有 益 な 成 果 が 得 られ た 。 今 日のRelevance

・一ーーーITheoryの 隆盛 を見 る につ け 、1990年Barcelonaで 開催 され たIPrACo皿ferenceで は 、 この

理 論 の研 究 発 表 のSeSS1017は 一 つ しか 見 られ な か っ た こ とが 想起 され 、 隔世 の 感 を覚 え る 。

本 シ ンポ ジ ウ ムで は 、 前 回 の シ ン ポ ジ ウ ム の 流 れ を さ らに 引 き継 ぎ、 数 あ る言 語研 究 の ア

プ ロー チ の 中 で 、 人 間 の意 味 解 釈 の 営 み と も言 わ れ る 「認知 」 の 諸 相 を扱 う有 力 な理 論 と し

て 広 く注 目 さ れ 、 多 くの優 れ た 成 果 を挙 げつ つ あ る 認 知 言 語 学 、 概 念 意 味論 、 関 連性 理 論 、

新 グ ラ イ ス学 派 、 お よ び モ ダ リテ ィで 扱 わ れ る 言 語 事 象 を取 り一ヒげ た 。 各講 師が そ れ ぞ れ の

ア プ ロー チ の特 性 を紹 介 した 後 、 論 点 を い くつ か に絞 り、 問題 点 の 提 示 ・分 析 が 行 わ れ 、語

用 論 の 立場 か ら提 言が な され た 。
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ま ず 、 小 泉 講 師 は 、概 念 と表 現 の 内 的 表示 を 連 結 す る特 別 な 認 知 体 系 で あ る意 味 構 造 を概

念 と空 間 に 区別 し、 移 動 と状 態 で 意 味 分 析 を 行 う ジ ャ ケ ン ドブ の概 念 意 味 論 の7種 の存 在 論

的 カ テ ゴ リー の 紹 介 を通 し、 この 理 論 へ のspeechact適 用 の 可能性 を示 唆 した 。 次 に 、 ラ ネ

カ ー の認 知 文 法 に お け る 直 示 を取 り上 げ 、 そ こで 用 い られ るground(基 盤)と い う用語 を検

討 し、 そ の 内容 と話 し手 と聞 き干 双 方 の 関係 を明 確 にす る 直示 体系 の 構 造 を整 備 し、 よ り詳

細 な 意 味 分析 の 必 要性 を一」:暖したU

次 に、 児 玉 講 師 は 、 語 用 論 に お け る 「 般 的 会 話 上 の 推 意 」(GCI)の 被 害1を解 明 すべ く、

意 味 の 分 析 を め ぐる新 グ ラ イ ス学 派 と 関連 性 理 論 を比 較 し、 推 意 を含 むそ の 分 析 の あ り方 に

つ い て 、1)文 と発 話 を対 象 とす る分 析 に お い て も コ ー ドを 設 定 す る こ と、2)言 語 現 象 を

説 明 す る た め に原 則 や 規 則 の あ り方 を 見 直 す こ と13)意 味 分析 の対 象 を文 か らdisc urse

に 拡 大 す る こ と 、 と い う 提 言 を 行 い 、 関 連 性 理 論 に 見 ら れ る 問 題 点 を 指 摘 し、GCI

Principlesの 優 位 性 につ いて 明 快 な議 論 を展 開 した。

さ らに、 澤 田 講 師 は、 モ ダ リテ ィの 多 義性/単 義 性 に つ い て 、1)多 義 性 分 析 に よる 英 語

法 助 動 詞 の 意 味 体 系 の 意 味 解 釈 上 の役 割 、2)ラ ネ カ ー に よ る認 知 言 語 学 的 ア プ ロー チ の 主

体 性/客 体牲 の 概 念 に よ る仮 定 法 の 法 助 動 詞 の 意 味 解 釈 、3)パ パ フ ラ ゴ ウに よ る単 義 性 の 意

味 規 定 、 の3点 の 問 題 を 提 起 したn主 と して 、 仮 定 法 条 件 文 の 帰 結 節 に現 れ る 法 助 動 詞

couldの 意 味 解 釈 に焦 点 を 当て つ つ 、 興 味 深 い 例 証 に よ り、couldは 認 識 的 と根 源 的 モ ダ リ テ

ィで あ る こ と、 モ ダ リテ ィ は、 ラ ネか 一の 主 張 と は 異 な り、 す べ てが 主 体 的 で あ る とは 限 ら

ず 、 客 体 的 な場 合 もあ る こ と、 そ し て主 体 的 な 認 識 的 モ ダ リ テ ィは 認 め るべ きで あ る と し、

モ ダ リテ ィの 多義 性 分 析 の役 割 の重 要 性 を主 張 す る示 唆 的提 言 が な され た。

最 後 に 、 討 議 者 と して東 森 講 師 か ら詳 細 なハ ン ドア ウ トに も とづ き、 各 講 師 の 発 表 につ い

て 問 題点 の指 摘 と的確 な コメ ン トが あ っ た 。 時 間 不 足 の た め 、 新 た なLexicalPragmaticsの

展 開 と認 知 言 語 学 で のlexiconの 扱 い との 関係 や 関連 性 理 論 とcoherencerela七ionsを め ぐる

問題 な どに つ い て の コ メ ン トが 伺 え な か った の は 残 念 で あ っ た。 しか し、 討 議 者 が 国 際 会 議

に 出 席 の 折 、 同席 した 本 シ ンポ ジウ ム に 関 係 す る 理 論 の 何 人 か の研 究 者 と問 題 点 につ い て交

わ され たpersonalcommunicationが 引 用 され 、 ま た 関連 性 理 論 の 新 た な 展 開 な どが 付 記 さ

IIれ た の は大 い に参 考 に な る もの で あ り、 有 益 で あ ろ う。

質 疑 応 答 に入 り、 関 連 性 理 論 の 研 究 者 か らの 反 論 も川 さ れ 、 佳 境 に入 りか け た と こ ろ で 、

時 間切 れ と な り、 十 分 な デ ィス カ ッ シ ョ ンが で きず 、floorに は不 満 が 残 っ た の で は な い か と

懸 念 され る。 また 、 提 言 さ れ た 問 題 に対 して 、 各 講師 の 問 で 、 さ らに よ り多 くの 意 見 交 換 が

な され て い れ ば 、 一一層 実 り多 き もの に な っ た と思 わ れ る。

言 語 研 究 にお い て 、 形 式 と機 能 は 、 車 の 両 輪(高 見2003)、 貨 幣 の裏 表 、 解 剖 学 と生 理 学

(Pengl981)な どに喩 え られ る よ う に、 両 者 が 必 須 の もの で あ る こ とは言 を侯 た な い 。 本 シ

ンポ ジ ウ ムで は、 単 に 、 形 式 と機 能 の一 般 的 関係 の 見 直 し(田 窪2003)に1ト ま らず 、 い くつ
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」

「語用論か らの提 言」 語用 論か ら何 が提言 で きるか一

かの興味深い言語巾・象の問題点について、各講師から独自の適切な見解が披露された。また、

それぞれの立場か ら、平明な解説と精緻な分析によ り、深化させた高度な論究と語用論研究

の有用性が示され、有意義なシンポジウムとなったことは喜ばしい。そこで扱われた語用論

研究の視点が、今回取 り上げた言語研究の各アプローチに見 られる問題点の解明と今後の言

語研究の進展の一助 となることを期待 したい。
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